
043 ガリラヤ湖畔での群衆の癒し（湖の岸辺の群衆・神が選んだ僕） 

（マルコによる福音書 3：7～12、マタイによる福音書 12：15～21） 
 
マルコによる福音書 3：7～12（湖の岸辺の群衆） 

07aイエスは弟子たちと共に湖の方へ立ち去られた。 
→理由：①ファリサイ派たちの殺意、②まだ十字架の

時ではない、③奉仕することが残っている、④湖畔は

見通しが良く、安全である。 
 
07b ガリラヤから来たおびただしい群衆が従った。 
また、ユダヤ、 
08 エルサレム、イドマヤ、ヨルダン川の向こう側、
ティルスやシドンの辺りからもおびただしい群衆が、

イエスのしておられることを残らず聞いて、そばに集

まって来た。 
09 そこで、イエスは弟子たちに小舟を用意してほし
いと言われた。群衆に押しつぶされないためである。 
10 イエスが多くの病人をいやされたので、病気に悩
む人たちが皆、イエスに触れようとして、そばに押し

寄せたからであった。 
 
11汚れた霊（に憑りつかれた者）どもは、イエスを見
るとひれ伏し（→平伏し）て、「あなたは神の子だ」と

叫んだ。 
12イエスは、（彼らに）自分のことを（誰にも）言い
ふらさない（→言い触らさない：多くの人に言い広め、吹聴しない）ようにと霊どもを厳しく戒められた。 
→癒しの奇跡だけを目的として、御利益信仰的にイエスのもとに来ることがないように警告された。 
 
マタイによる福音書 12：15～21（神が選んだ僕） 

15イエスはそれを知って、そこを立ち去られた。大勢の群衆が従った。イエスは皆の病気をいやして、 
16御自分のことを言いふらさないようにと戒められた。 
17それは、預言者イザヤを通して言われていたことが実現するためであった。 
→イザヤ書 42：1～4 
見よ、わたしの僕、わたしが支える者を。わたしが選び、喜び迎える者を。彼の上にわたしの霊は置かれ

／彼は国々の裁きを導き出す。彼は叫ばず、呼ばわらず、声を巷に響かせない。傷ついた葦（→霊肉とも

に傷ついている者たち）を折ることなく／暗くなってゆく灯心（→燻る灯芯：命が消えかけている者た

ち）を消すことなく／裁きを導き出して、確かなものとする。暗くなることも、傷つき果てることもない

／この地に裁きを置くときまでは。島々は彼の教えを待ち望む。 
 
18「見よ、わたしの選んだ僕。わたしの心に適った愛する者。この僕にわたしの霊を授ける。彼は異邦人
に正義を知らせる。19彼は争わず、叫ばず、／その声を聞く者は大通りにはいない。20正義を勝利に導
くまで、／彼は傷ついた葦を折らず、／くすぶる灯心を消さない。21 異邦人は彼の名に望みをかける。」 
→マタイによる福音書 11：28～30 
疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。わたしは柔和で謙遜

な者だから、わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得られる。 
わたしの軛は負いやすく、わたしの荷は軽いからである。」 

Ⓒ2000,American Bible Society 

ヨルダン川の向こう側 



【参考】 イエスは立ち去られた／イエスは退かれた→祈るため、休息のため、弟子たちと静かに過ごすため 

 

＜１＞イエスは立ち去られた 

 

＜２＞イエスは退かれた 

 

 

 

 

 


